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序

日本全国の遺跡は,約30万 ケ所 ともいわれています。

最近,よ く新聞等で遺跡の発掘に関するニュースが報 じられていますが,こ うした報

道の対象になる発掘の大部分が,開発事業による破壊を前提とした緊急調査であり,年
々数千にのぼる遺跡が失われていくことを思 うと,改めて埋蔵文化財の保護の必要性を

感 じます。

当町は,県指定史跡「陣内遺跡」をは じめ,組文 0弥生遺跡及び古墳等が数多 く散在

し,こ れ らの遺跡分布調査は文化財の保護の上か ら,緊急を要する事業でありました。

この度,文化庁及び宮崎県教育委員会の御指導により,現在計画されております国道

218号高千穂道路建設工事の路線周辺を中心に, 遺跡の分布調査を実施いた しましたと

ころ,数多 くの遺跡や遺物を発見するなど,遺跡の分布状況を確認する こ とが できま

した。

ここに,調査の実施にあた り,調査員各位をはじめ,町民の皆様方の御理解 と御協力

に対 し,深甚の謝意を表 します。

尚,こ の報告書が本町の歴史の解明のための一資料 として活用 して い た だくととも

に,関係各位には年々失なわれていきます埋蔵文化財について十分認識 していただき,

文化財保護行政推進のための一助となることを期待いた します。

昭 和 58年 3月

高 千穂 町教 育委 員会

教 育 長  後 藤 辰 男
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1.本書は,高千穂町教育委員会が昭和 57年度に文化庁 。宮崎県教育委員会の補助を受けて実施した

遺跡詳細分布調査の報告書です。

2.本調査は,埋蔵文化財に関する調査であり, 内容はバイパス路線周辺地区にあたる大字 三田井・

押方・ 向山地区 内の埋蔵文化財包蔵地調査カード及び遺跡分布地図の作成で,原簿は高千穂町教育

委員会に保管されています。

3。 本書の構成は,埋蔵文化財包蔵地地名表・主要遺跡概説・附図の遺跡分布地図から成 り, さらに

総説の項を設け,地理的環境,歴史的環境を述べ,理解の一助としました。

4.本書に掲載された埋蔵文化財は,すべて文化財保護法にい う「周知の埋蔵文化財包蔵地」です。

5。 「周知の埋蔵文化財包蔵地」において,土木工事等を実施しようとする場合には,工事着手の 2

ケ月以前に文化庁長官に届け出ることが文化財保護法により義務づけられていますので,「周知の埋

蔵文化財包蔵地」および これに隣接する地域において土木工事等を実施しようとする場合は,計画

段階において高千穂町教育委員会および県教育委員会文化課 に連絡し,文化財保護法による協議を

されたい。

また, 国および地方公共団体等が土木工事等を実施する場合には,土木工事等の通知書を提出す

ることが必要です。

なお,埋蔵文化財は, その性質上未発見のまま地中に包蔵されている場合があり, 工事等により

当該文化財が発見された場合にも前記と同様,高千穂町教育委員会および県教育委員会文化課に連

絡してください。

6.本書および,埋蔵文化財に関するおFH5い合せは,高千穂町教育委員会 (高千穂町大宇三田井 13番

T置 臨09827-2-3181)お よび県教育委員会文化課 (宮崎市橘通東 1丁 目9番10号 T E L 0985-―

24-1111)へお願いいたします。

7.本書に掲載した地図は,建設省国土地理院長の承認を得て,同院発行の 25,000分 の 1地形図を複

製したものである。(承認番号)昭和47年国地発第12326号



イタll凡

1.埋蔵文化財包蔵地 (以下「遺跡」)は , 地図上に赤色で示した。古墳の場合には一基づつは緑色

の0で示し,古墳群の場合にはこの範囲を緑色の (二Dで示した。また古墳以外の遺跡は範囲の確

認,推定できるものは赤色の (IDで 示した。

2.地 図の「遺跡番号」は,すべて地名表のそれと一致する。

3。 「遺跡番号」は,集落跡・散布地・城跡等は一番号とし,古墳群・窯跡群については群に対し一

番号を付した。

4.各遺跡を大字で分け,1,000番台は三田井地区,2,000番 台は押方地区,3,000番台は向山地区と

した。

5.す でに消滅した遺跡でもその地点,範囲等が明確にできるものについては,これを記載した。

6.遺跡名は,小字名にしたがい,一部については通称 。俗称によった。

7.遺跡の所在地は,大字名,小字名で示した。 地番については, 高千穂町教育委員会および県教育

委員会文化課へ問い合わせられたい。

8.調 査 の 組 織

調 査 主 体   高千穂町教育委員会

教  育  長   後 藤 辰 男

教 育 次 長  飯 干  昇

社会教育課長   久 義 道 雄

″ 主査   田 崎 薫 彦

″ 主任主事   田 尻 隆 介 (担当)

調 査 員   石 川 恒太郎   宮崎県文化財保護審議会委員

青 山 尚 友   宮崎県立高千穂高等学校教諭

調査補助員   鈴 木 由 春   高千穂町文化財保存調査委員

佐 藤 久 四

高 橋 加奈子



調 査 指 導   長 津 宗 重   県文化課主事

日 高 孝 治    ″

9。 現地における踏査は,鈴木,佐藤,田尻が行なった。

10。 踏査にあたっては,「宮崎県遺跡台帳」等を基礎としたが,宮崎県文化財保護審議会委員および

高千穂町文化財保存調査委員など地元研究者の長年の調査研究によるものが大であった。

11.本書の執筆は,総括を石川恒太郎氏が行ない,「高千穂町の地質と地形」を青山尚友氏に,その

他については鈴木,佐藤,田尻,長津があたり,実測・ トレース等については長津,日 高,高橋が

分担して行なった。
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高手穂町の地質と地形

高千穂町の歴史的環境



1。 高千穂町の地質 と地形

高千穂町は,祖母山の南債1に位置し,急峻な山地と台地状の地形からなる。山地は,秩父帯・中世

界 。祖母山火山岩類から構成されている。 秩父帯は,二畳～三畳系のチャー ト砂岩粘板岩 。石灰碁・

玄武岩溶石などからなり,帯状構造を呈する。 地層の一般走向は,北東一南西方向を示し,北西へ傾

斜している。 秩父帯の出地は,五 ケ瀬川及びその支流によって開析され,山陵は走向方向に連なって
いる。跡取川や岩戸川は,こ の方向に流下する河川である。曲地浸食の結果,V字谷は標高600%以上

で形成されている。 一方,低山地では,岩質を反映した特徴的地形が見られる。すなわち,チ ャー ト

層は山頂部に尖峰となって残 り,砂岩 。粘板岩層は浸食されて緩斜面を形成している。 また,石灰岩

層は随所で急崖をなし,小規模な鐘予L洞が発達している。

秩父帯の中世界は,高千穂町から五ケ瀬町にかけての山地や岩戸・田原付近に分布する。 岩相は主
に礫岩・砂岩・頁岩からなる。秩父帯や中生界には ,花商岩や花商斑岩の貫入岩体がある。これらは ,

帯状構造を横切るように貫入し,突出した地形を形成している。 また,秩父帯北部の大分県境付近に

は,祖母山火山岩類が分布し,秩父帯を覆っている。 岩質は,輝石安山岩質溶岩及び火砕岩とディサ

イ ト質溶岩及び火砕岩からなる。

台地状の平坦地形は,五 ケ瀬川とその支流に沿っ

て分布する。 これは, 阿蘇火砕流が更新世に噴出
し,西臼杵地方の旧河谷を埋積したため生じた平坦

地形である。阿蘇火砕流は,は じめ溶結凝灰岩を大

量に噴出して,五ケ瀬川とその支流の谷底を埋め ,

次いでガラス質の火山灰や軽石を厚く雄積した。

これによって,平衡状態にあった河川は回春し,厚

い溶結凝灰岩層を浸食して回廊状の深い峡谷を形成

するに至った。このような浸食の結果,峡谷の両側

には,台地状の平坦部が残されたと考えられる。

三田井付近における地質柱状図は第 1図に,地質 第 1図

の概略は第 2図に示した。本地域においては,溶結

凝灰岩層は平均して標高 300%の 高 さに分布する

三田井付近における地質柱状Ⅸl

が,一部ではこの高さ以上にせり上っている。溶結凝灰岩層はAso-3・ Aso-4と 呼ばれる火砕流に

属するが,主にAsO-4火砕流が広く分布している。Aso-4火 砕流は,下半部の溶結凝灰岩と上半部
の非溶結部からなる。 Aso-4の 溶結凝灰岩は, 最下部では黒色を塁し緻密質になっているが,上部
になるに従い灰色となり柱状節理が発達する。 岩質は安山岩質で,ガラス質基質の中に斜長石の斑晶
を含み, 軽石・火山レキ 。基盤の岩石片・黒色ガラス質偏平レンズなどが縞状構造をつくっている。

さらに上部になると,一部は多孔質になり,不規貝」節理が発達する。 リト溶結部は,ガ ラス質細粒火山

灰の基質に石質破片や軽石を含んでいる。

軽石堆積物は,灰白色の軽石と火山灰からなり, 数多の厚さに堆積している。軽石の多くは直径 5

～10例であるが,直径50印に達するものも混在し, 層理は示さない。軽石堆積物の上は,褐～黒褐色

-1-



ロームと黄褐色ローム及び腐植土が覆っており,こ の地方の農耕地として利用されている。

(青山 尚友)

第 2図  三田井付近の地質図

-2-



2。  高千穂町の歴史的環境

高千穂町は九州のほぼ中央部,宮崎県の最北西端に位置し, 九州の屋根と言われる九州山地の中に

あって,巨大な盆地を形成している。 盆地内には本流をなす五ケ瀬川の小支流によって開析された谷
間が多くの起伏をつくるとともに,川を挨んだ台地は ,ほぼ同じような等高線を示しており,遺跡は ,

標高300～400%の五ケ瀬川を臨む南側の斜面に多く立地する。

旧石器時代の遺物 。遺跡は確認されていないが,隣の日之影町で昭和 40。 41年に出羽洞穴が発掘調

査されて尖頭器 。削器・石核・ナイフ形石器等が出土しているので, 当地においても将来確認される

と思われる。

縄文時代の遺跡としては陣内遺跡が代表的である。 早期の遺跡としては,三田井 地 区 のり|1登 ヨガ
堂 。小河内 。陣内車迫 。上原平 ,押方地区の五ケ村仮屋 。下押方,岩戸地区の五ケ村 ,田原地区の河内

西,北萱場地区の薄糸平 0小川内が知られていた: 今回の調査によって三田井地区の尾谷遺跡 (田村
式),押方地区の東平遺跡 (楕円押型文,山形押型文,田村式)・ 岩上遺跡 (楕円押型文)が確認され

た。前期の上器は陣内遺跡で出土しているボl中期の土器は確認されていない。 後 0晩期になると三
田井地区の浅ケ部・陣内ダチミ・陣内車迫 。御塩井 。高千穂高校 0高千穂小学校, 押方地区の五ケ村
仮屋・下押方など遺跡数が増大する: その代表的な陣内遺跡は,昭和31年 7月 に神道文化会の調査:
昭和35年 9月に県教育委員会:昭和55年 2月 に町教育委員会により発掘調査が行なわれた。 乙益重隆
氏は後・晩期の上器を六類に,鈴木重治氏は早期から晩期の上器を十類に分類されたな遺物としては ,

土偶 0石棒・石刀・石鏃等が出上してお り,特に上偶・石棒は県内では唯一の例である。石刀は西都市

や学園都市10号地でも出上している。 陣内遺跡は住居跡等の生活遺構は確認されていないので土器溜
りと考えられ,住居跡は上の台地の陣内第 2遺跡に存在する可能性が大である。 遺跡の分布の中心は
三田井,押方,尾谷地区であり,立地の良い所にはすべて遺跡が形成されているが, 住居跡は確認さ

れていない。

弥生時代の前期の遺跡は確認されていない。 中期になると遺跡数が増え,逆 L字状口縁の丹塗磨研
の須玖式の甕を出土した上押方第 3遺跡 (C地点),昭和52年発掘調査が行なわれ下城式 。須玖式を出

土した薄糸平遺跡などがある。 今回の調査において中期の良好な資料を得ることはできなかった。後
期の遺跡で唯一発掘調査された薄糸平遺跡では, ミミズバレ状の突帯を工字に配する甕形土器 。免田

式の壷などが出上したが, 住居跡等の生活遺構は確認されていない。免田式は柚木野でも出上してお

り, その他にも県内では須木 。細野 。永田平 。灰塚 。黒迫 。加納 。六野原で出上している。方形石庖

丁 。無茎磨製石鏃 。打製石鍬とい う石器のセット及びミミズバン状の突帯を工字に配する甕形土器が

五ケ瀬川上流から大野川上・ 中流域とい う九州山岳地帯に分布することから畑作が想定されている
。
:

また明治初年における当地域の水田と畑の割合が 1対 6と い うことを鑑みても,畑作 (焼畑を含めて)

がかなりの比重を占めていたことは首肯されよう。

古墳時代の遺跡としては,集落跡は確認されていないが, 前方後円墳 2基 ,円墳24基 ,横穴89基確

認されている。 横穴群としては,三日井地区の吾平原 0塩市 。成木 。池ノ川・吾平 。車迫,押方地区
の押方 。辻平がある。 横穴は,玄室内に屍床を有し石枕を造り出すAタ イプ (所謂「肥後型」)と ,方
形プラン・ ドーム形で屍床を有しないBタ イプに分かれる。 Aタ イプ。Bタ イプとも石蓋である。A
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タイプは,今狩 。河内 。一本木 。吾平原 。北平 。南平55-102号 であり,Bタ イプは染野平である。

南平55-1号の小田富士雄氏編年の第ⅢB期の須恵器, 一本木横穴の鐘形杏葉よりAタ イプは 6世紀

後半の時期が比定される。 箱式石棺の調査例としては,丸山石棺群があり,3基調査されて直弧文を

施した鹿角製刀装具が出上しているが,時期的には不明である。 前方後円墳 。円墳の内容が不明なの

で,当地域の古墳時代社会の具体像を描写できるまでには至っていない。

当地域は既に指摘されているように,地形に根差す閉鎖的な社会ではなく, 各時代ごとに近隣地域

との交流を行なっている。しかし,縄文時代における中期,弥生時代における前期, 古墳時代におけ

る前 。中期とい うように各時代に「空白期」を有しており, これが地域本来的なあり方なのか,或い

は,研究上の一段階なのかは今後の課題である。

歴史時代については,明治32年に押方二上峰頂上で,三角点設置の際に嘉承 2年 (1107年 )の経筒

と鏡が発見されたことが,「高千穂特別記録文献資料」に記載されているが,現物の所在が判明してい

ないため確認することはできない。 奈良。平安時代の高千穂は天孫降臨の高千穂二上峰を「 日向国風

上記逸文」に「 日向国臼杵郡内知鋪郷」 とする説が掲げてあり,「倭名類衆抄」には 臼杵郡に氷上 。

智保・英多 。刈田の四郡が存在していたことが明記されている。 智保郷は鎌倉時代以降,高知尾庄と

して18ケ村を有し,近世に至っている。

高千穂氏の館跡,城跡及び寺跡等の関連遺跡については,古文書等による文献 。伝承により所在を

知ることはできるが,今後の発掘調査等により追求される必要がある。

(田尻 隆介 。長津 宗重)

註

(1)鈴木重治 「宮崎県見立出羽洞窟」 (『日本の洞窟遺跡』)昭和45年
(2)鈴木重治 0賀川光夫 「陣内遺跡」 (『日向遺跡総合調査報告』第二輯)昭和37年
(3)(2)に同じ

(4)(2)に同じ

(5)乙益重隆 「高千穂の先史文化」 (『高千穂 0阿蘇』)昭和35年
(6)(2)に同じ

(7)(5)に同じ

(8)(2)に同じ

(9)小田富士雄 「宮崎県西都原附近発見の石刀」 (『九州考古学』15)昭和37年
00 昭和58年 2月 ,後・晩期の上器に伴なってブーメラン型の石刀が出ている。

llll「宮崎県西臼杵郡高千穂町押方神社周辺の遺跡」 (『九州考古学』45)昭和47年で指摘された陣内出上の板付

正式の上器については,沢皇臣自身が撤回された。

lle 沢皇臣 「宮崎県西臼杵郡高千穂町押方神社周辺の遺跡」 (『九州考古学』45)昭和47年
lle 高千穂町教育委員会 「薄糸平遺跡」昭和53年
O l131に同じ

⑮ (5)・ αЭに同じ

〔⑥ 山中悦雄 「県内出土｀免田式″重弧文長頸壷集成(1)」 (昭和57年 7月 31日 研究会資料)
昭和57年度宮崎市教育委員会が発掘調査を行った中岡遺跡でも出土している。

0 下條信行 「九州における大陸系磨製石器の生成と展開」 (『史淵』114)昭和52年
lle 大野町教育委員会 「大野原台地の遺跡」正 昭和52年
l19 平部嬌南 「日向地誌」昭和4年
⑩ 高千穂町教育委員会 「高千穂古墳管理台帳」昭和55年
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eD 沢武人 「高千穂町上田原横穴古墳調査報告」昭和44年
02 吉田章一郎「高千穂の原史文化」 (『高千穂 0阿蘇』)昭和35年

90 柳宏吉「横穴古墳」 (『宮崎県文化財調査報告書』第 3輯)昭和33年

90 石川恒太郎「高千穂町吾平原横穴古墳調査幸臣告」 (『宮崎県文化財調査報告書』第14集)昭和44年

9920に同じ

20 北郷泰道 。田尻隆介 「南平横穴群発掘調査」 (『宮崎県文化財調査報告書』第23集)昭和56年
の 石川恒太郎 「高千穂町田原字染野平横穴古墳調査報告」 (『宮崎県文化財調査報告書』第16集)昭和47年
20 小田富士雄  「九州の須恵器序説」 (『九州考古学』22)昭和39年
八女市教育委員会「八女古窯跡群調査報告」 I～ lV 昭和44年～46年

09 南平55-1号前庭部出上の無蓋高不の日縁部片から6世紀前半に遡る可能性がある。
30 石川恒太郎「西日杵郡高千穂町奥鶴の箱式石棺調査報告」 (『官1奇県文化財調査報告書』第16集)昭和47年

石川恒太郎・内藤芳篤 「丸山石棺群発掘調査」 (『宮崎県文化財発掘調査報告書』第21集)昭和54年
00(5)O llllに同じ
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Ⅲ 理蔵文化財包蔵地地名表

三圏井地区   1001～

押 方 地 区   2001～

向曲 地 区   3001～

1。 番号は地図の番号と一致している。

2. 旧番号のうち「台帳」は昭和38・ 49052年度に作成した「宮崎県

遺跡台帳」の遺跡番号,「地図」は昭和51年度刊行の「全国遺跡

地図一宮崎県―」の遺跡番号である。



当ft_JI在 ¬種藤再聰需 1文 献1備 考
三圏井地区 10ol～ 1072

(号 数)

26。 27

28

29・ 30

-本木

32´ vヽ40

41

大字三田井字吾平原 横 穴 2

大字三田井字吾平原 横 穴 1

大字三田井字吾平原 横 穴 2

大字三田井字吾平原 横 穴 1

大字三田井字吾平原 横 穴 9

大字三田井字吾平原 横 穴 1

消滅

消滅

消滅

消滅

消滅

消滅

(号 数)

7

8

大字三田井字塩市

大字三田井字塩市

横 穴 群 大字三田井字成木

横 穴 1

横 穴 1

横 穴

横 穴

横 穴

2

1

2

き
木“成０．

消滅

消滅

消滅

消滅

(号 数)

22023

24

20・ 21

大字三田井字成木

大字三田井字成木

大字三田井字池ノ川

卜lWグ可存蕪ズ葛卜夏X,事 頂 1古墳時代 17壼盤
辺。

|

6.7.9。 16.22.
31。 33.35

(号 数)

17

18

19

大字三田井字池ノ川

大字三田井字池ノ川

大字三田井字池ノ川

横 穴 1

横 穴 1

横 穴 1

-7-

消滅



遺跡
番号

引讐 古 墳 群
1大
字三田井字吾平 古墳時代  |

|

靱 1文
献
1備
考

|卜
1

ら
平

大字三田井字吾平

大字三田井字吾平

大字三田井字吾平

大字三田井字吾平

古 墳

前方後円墳

横 穴 1

横 穴 1

円 墳 1

(号 数 )

11・  12

13

14

15

吾平山陵

不明

くるま

車
ま
迫

17■盤
2・

|

(号 数)

46・ 47

25

42

43

44

大字三田井字車迫

大字三田井字吾平原

大字三田井字吾平原

大字三田井字吾平原

大字三田井字吾平原

横 穴

横 穴

横 穴

横 穴

横 穴

2

1

1

1

1

消滅

消滅

消滅

2-2Jるぅ
8。 13.16.21.

2--291 8.13。 16.21.

高 千 穂 48号 墳 大字三田井字尾谷

高 千 穂 55号 墳 大字三田井字桑水流

高 千 穂 3号 墳 1大字三田井字栃又

高 千 穂 4号 墳 1大字三田井字栃又

高 千 穂 16号 墳 1大字三田井字長崎

高 千 穂 2号 墳 1大字三田井字上原

102α 高千穂小学校遺跡 1大字三田井字尾迫原

大字三田井字狭山

松 能 橋 遺 跡

高千 穂 高校 遺跡

大字三田井字狭山

大字三田井字神殿

1024セ ベツ ト 遺 跡 1大字三田井字御塩井
大字三田井字神殿

大字三田井字田口野

田 口野第 2遺 跡 大字三田井字田口野

田 口野第 3遺 跡 1大字三田井字田口野

古 墳(円)古墳時代

横 穴  1古墳時代

横 穴  1古墳時代

古 墳 (円)1古墳時代

古 墳(円)1古墳時代

古 墳 (円 ) 古墳時代

縄文～
弥生時代

弥生時代

弥生時代

縄文～
弥生時代

縄文～
弥生時代

城 跡  1中 世

弥生時代

縄文～
弥生時代

縄文～
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大字三田井字宮尾野

103q官 尾野第 1遺 跡 大字三田井字官尾野

103コ 宮尾野第 2遺 跡 大字三田井字宮尾野

1032宮 尾野第 3遺 跡 大字三田井字官尾野
一 |…

―

103a吾 平原第 1遺 跡 大字三田井字吾平原

103引 吾 平 原第 2遺 跡
~ 
「
ダア
~蔵
下 ら
~~~~~

~~ ~百 ~~」
5TT=~~~~~~

大字三田井字吾平原

大字三田井字吾平原103到 上 原 平 遺 跡
~~言

ぎ■ ばる
~~~~~一一―

1036尾 迫 原 遺 跡 大字三田井字尾迫原
~~~~lτ

万
~■
1マ  ~~~~

103η 陣 内 遺 跡 大字三田井字車ノ迫

103日 陣 内 第 2遺 跡 大字三田井字車ノ迫

大字三田井字吾平1039田 向 遺 跡
~~~|百

丁  T渡
~~~~~~~~

104α 春 芽 遺 跡 大字三田井字春芽

1041上 阿 床 遺 跡 大字三田井字上阿床

1042下 阿 床 遺 跡 大字三田井字下阿床

104到 塩 市 遺 跡 大字三田井字塩市

104J池  ノ 川 遺 跡 大字三田井字池ノ川
大字三田井
字梅ノ木谷

104d官 ノ前第 1遺 跡 大字三田井字官ノ前

10471宮 ノ前第 2遺 跡 大字三田井字官ノ前

温1帯ア;議蒻剰 大字三田井字

104q長 畑 第 1遺 跡

柿ノ木水流

大字三田井字長畑

1050長 畑 第 2遺 跡 大字三田井字長畑
~~|ど

ぅ ゃま
~~~~~~~

1051堂  山  遺  跡 大字三田井字堂山

1052梅 木 遺 跡 大字三田井字梅木

105劃 西 原 遺 跡 大字三田井字西原

105J大 野 原 遺 跡 大字三田井字大野原

大字三田井字古城

大字三田井字古城

大字岩戸字弥宜ノ地

大字三田井字陣内

大字三田井字今村

大字三田井字松ノ原
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106q松 ノ 原 遺 跡

105倒 古 城 遺 跡
~~~~1市

砺
~ 
ゃま
~~ ~~~― ――

105d亀 山 城 跡

105η 弥 宜 ノ地 遺 跡
~~「
」丁
~万~ζI~~~~~~

105剣 堂 ノ 元 遺 跡
|

105q今  村 遺 跡
|

地
1種
別 時

台帳

旧 番 号代
 |

散布地
文～

弥生時

散布地 文～

弥生時伏

散布地
弥生時代

散布地

散布地
F嘔,t~
弥生時代

散布地 縄文時代

散布地

散布地 弥生時代

散布地
縄文～
弥生時代

2-1

２

一　

２

2.8。 15。 16.22

。8。 10.11.13.
14。 16.21.22.

散布地 文～
弥生時代

散布地
縄文～

散布地

弥生時代

縄文～
弥生

散布地 縄文時代

散布地

散布地

散布地 文～

弥生時代

散布地 縄文時代

散布地

散布地

散布地 縄文時代

散布地 縄文時代

散布地 組文時代

散布地 古墳時代

散布地 組文時代

散布地 縄文
～
弥生時代

散布地 縄文時代

散布地 縄文
～
弥生時代

中 世城 跡

散布地 縄文時代

散布地 文～
弥生時

散布地 文～

縄文時代

2.8.10。 22.342--11

生時代

』弥一蟷弥

2--1 2.8。 21.22

8.16。 22.34

1014

1118

一
一
一
一
一
一

一

‐０‐６

一

一

一



地
1種
房11時 代

1可嘉讐雫 1 文
０６

一

〇６

長 迫 遺 跡

尾 谷 遺 跡

1063

1064

1065 尾 久 保 第 2遺 跡

1

106

1 栃 又 第 2遺 跡

馬  Fl 遺  跡

長 崎 第 1遺 跡

長 崎 第 2遺 跡

上 芦 遺 跡

翻
一鋤

動
一鋤

縄文時代

縄文時代

縄文時代

弥生時代

縄文～
弥生時代

2.8.22

8.22

8.10。 16.21.

一
一
一
一

一
一
一
一

弥生時

弥生時代  |

大字三田井字梅ノ木原

大字三田井字尾久保

大字三田井字栃又

大字三田井字栃又

大字三田井字馬門

大字三田井字長崎  1散布地

大字三田井字長崎  1散布地

大字三田井字上原

押方地区 2001～ 2019

馨電1 名
代
1呻轟 慇 1文

献

大字押方字南平 横 穴
・
７

２
．

一代時墳古

(号 数)

52・ 53

58

51

560 57

大字押方字南平

大字押方字南平

大字押方字北平

大字押方字北平

横 穴

横 穴

横 穴

横 穴

2

1

1

2

消滅

消滅

(号 数)

49・ 50 消滅大字押方字辻平 横 穴 2

大字押方字辻平
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鋤
一跡

一策Ｌ上　一　
疸退
一薇一̈中

8.13.16.21.

8。 13。 16.21.

8.13.16.21.

8.13.22

縄文時代

組文時代

縄文～
弥生時

平安時代

生

大字押方字東平

大字押方字東平

北 平 遺 跡

南 平 第 1遺 跡

大字押方字北平

大字押方字南平

大字押方字南平

大字押方字辻平

尾 崎 遺 跡 大字押方字尾崎。北

大字押方字官野原

上 押 方 第 2遺 跡 大字押方字本組

上 押 方 第 3遺 跡 大字押方字本組・平

押 方 長 崎 遺 跡

岩 上 遺 跡

大字押方字長崎

大字押方字岩上 散布地

河 久 保 遺 跡

小 渕 遺 跡

大字押方字河久保

大字押方字小渕

やなざ ばる
柳 原 遺 跡 大字押方字柳原

大字押方字草津原

大字押方字二上

向山地区 3001～3009

|―

―

―

跡減退
』
原
の
野

一

６５‐

一

６５２

一

種 別
1時

代
可罫ナ乙蓼豪 1文

文～
古墳時

墳時代

古墳時

古墳時

弥生時

小嘔X～
弥生時代

散布地 縄文時代

2--24

2--8

馨電1 名 称
1所

地
1種
別 代

1可呉が認蓼蒙| 文   献 1備 考
高 千 穂 54号 墳

稗 ノ 上 遺 跡

大字向山字大久保

大字向山字稗の上 組文～
弥生

中 世

縄文～
弥生

縄文～
弥生時代

縄文～
弥生時代

縄文～
弥生時代

組文～
弥生時代

縄文時代

横 穴

散布地

古墳時代

大字向山字中山

大字向山字椎屋平

椎 屋 谷 遺 跡 大字向山字椎屋谷

下  鶴  遺  跡 大字向山字下鶴

石 原 遺 跡

水 ケ 崎 遺 跡

大字向山字石原

大字向山字水ケ崎

しよう の  きり
上 ノ 切 遺 跡

城 跡 904

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

8

大字向山字上ノ切
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朧 主 要 遺 跡 機 説

1。 一 本 本 横 穴

2。 セベ ッ ト遺跡

3。 上 原 平 遺 跡

4。 陣 内 遺 跡

5。 尾 久 保 遺 跡

6。 押 方 遣 跡

(1004)

(1024)

(1035)

(1037)

(1064)

(2003-2012)



1。 一本木横穴 (1004) 大字三田井字吾平原

一本木横穴は吾平原横穴群に属しており,昭和32年に発掘調査されている。 現在は住宅地となって

おり,ほ とんどの横穴が消滅している。

この横穴は,玄室の両狽1に一段高い屍床を造り出して,石枕を有する構造である。 玄室の奥行 2.2
%,幅 3%,高 さ1。 15%の規模である。南東狽Iの屍床で,人骨 1体 と副葬品が確認された。 冨l葬品と

しては,鉄刀 1,刀子 2,鉄鏃約70,勾玉 3,管玉 6,素環鏡板付轡 1,鐘形杏葉 4, 雲珠 4,飾金

具 2がある (図版 5・ 6)。 特に鉄地金鋼張の鐘形杏葉は,長 9.5働 ,幅8.7御で内側に何ら装飾を有
しない。鋲は22～23個であり, タイプとしてNo.1と それを逆転した No.2・ 3・ 4に分けられる。

鐘形杏葉は,県内では持田古墳群で出上しているだけであるが ,鐘形杏葉のタイプとしては最も退化し

た形態である。屍床と石枕を有するタイプは,今狩 (2屍床-2+α石枕),河内 (2-10),北平 (2

-2),南平55-1号 (2-4+α ),同 2号 (2-6),吾 平原 (4-4)が あり,一本木は 2屍床・

3石枕である。一本木横穴の時期は副葬品のセット関係から6世紀後半に比定される。

註

(1)柳宏吉 「横穴古墳」 (『宮崎県文化財調査報告書』第3輯)昭和33年

2。  セベット遺跡 (1024) 大字三田井字御塩井

セベット遺跡は,三田井中心街を通る国道 218号線の道路沿い南側に位置する。 道路を隔てた北側
に高千穂神社があり,周囲は住宅地になっている。 ここは,高千穂高校の実習地があったところで ,

小高い丘地が南から北に緩く傾斜している。遺跡は茶畑を中心に北西へ拡がっている。

昭和18年に石川恒太郎氏が 当丘陵の斜面の断面で竪穴式住居を確認し,縄文期のものとされた。当

遺跡出上の石器では図版 8-305の 石匙,8の十字形石器が知られている。

註

(1)石川恒太郎 「宮崎県の考古学」昭和43年
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3。 上原平遺跡 (1035) 大字三田井字吾平原

上原平遺跡は,三田井中心街より北東へ約700%,高千穂盆地の中央部に当る。丘陵状を塁し,台地

は開墾されほぼ平坦地を形成している。

図版 4-1035は ,若干凹気味の平坦な口唇部を有し,頸部に 8本の沈線と5本の櫛描波状文を施し,

それ以下の部位にはハケロを施している。 色調は黒褐色で,胎土には黒雲母片を含み,焼成は良好で

ある。「高千穂
0阿蘇」で図示された大字下野字谷出土の甕と同タイプで あ り,後期の弥生土器であ

る。図版11-5は ,現存長 6.8働 ,幅 3.2%の 石剣のきっ先部分である。石剣の県内出土 rllと しては ,

大淀川床 (宮崎市)・ 持田中尾遺跡 (児湯郡高鍋町)な どがある。

4。 陣内遺跡 (1037) 大字三田井字車迫 昭和51年 3月 26日 県指定

陣内遺跡は,三田井中心街から北にのぼること約 1勧 ,五 ケ瀬川支流が 開析した小台地の北斜面に

ある。これまでの調査では,石棒 0土偶 0板状土製品・ 自然遺物をはじめ,縄文後晩期に属する土器

類が大量に出上している。今回の調査では, 陣内遺跡の西倶1の台地上に位置する陣内第 2遺跡の周辺

東西約150%,南北約250%の範囲で遺物が採集された。

乙益重隆氏は後晩期の上器を 6類に,鈴木重治氏は早期から晩期の上器を10類に分類された。 図版

1の 1038-1～ 3は ,陣内第 2遺跡出上である。 1038-2は ,磨消縄文の後に 3本の沈線を施した波

状口縁で西平式に相当する。 図版 9の 1～ 4は陣内遺跡出上である。 1・ 2は鈴木氏の第 6類,3は

第 7類に相当する。図版10の 1～ 9は陣内第 2遺跡出上である。 1の石錐は,「陣内遺跡」の報告書に

掲載されている。 2～ 7は装身具である。 十字形石器は当遺跡以外ではセベット遺跡があり,日 之影

町でも出上している。

陣内遺跡及び陣内第 2遺跡は,当地域の縄文後晩期における中心的な集落と考えられる。

誰

(1)乙益重隆 「高千穂の先史文化」 (『高千穂 0阿蘇』)昭和35年
(2)鈴木重治・賀川光夫 「陣内遺跡」 (『日向遺跡総合調査報告』第二輯)昭和37年

-14-



5。 尾久保遺跡 (1065) 大字三田井字尾久保

尾久保遺跡は三田井から東へ約 4勧 ,県道緒方 。高千穂線沿いの南側に伸びる斜面に位置する。 こ

こは,戦前馬産奨励のため, 幼駒運動場として造成されたところで, 現在も開墾された台地の周囲に

馬場が残っている。

当遺跡出上の打製石鏃 (図版 4-1065)は ,姫島産の黒曜石製で幅 1.4硼 ,長 さ1.8動の凹基式であ

る。磨製石鏃 (図版 4-1065)は ,切っ先が折れており,幅 1.7酬 ,現存長 3.5物の長手の無茎式であ

る。無茎磨製石鏃は町内において10本以上確認されている。刻目を目唇部と突帯に施した口縁部片 (図

版 4-1065)は ,器面は横方向のハケロの後"ナ デを施している。

6。 押方遺跡 (2003～2012) 大字押方字東平

押方遺跡は三田井より西に約 3勧 ,高千穂峡にかかる高千穂大橋を渡る国道218号線沿いの北側の低

平な山麓一帯にある。この一帯は小谷の開析により,複雑な地形を示している。 谷沿いの斜面は開田

され,残 された小台地上は住宅地や畑地になっている。 遺跡はこの残された台地上,あ るいは谷に向
い南面する緩斜面数ケ所に存在する。又 ,横穴墓も多く,昭和55年に南平横穴墓を発掘調査している。

上押方第 1遺跡では,縄文後期の鐘ケ崎式,第 2遺跡では押型文, 第 3遺跡の弥生中期の須久式の

丹塗磨研上器,第 4遺跡では弥生後期の壷が確認されている。

図版 1-2011-1～ 6は ,上押方第 2遺跡出土である。 5は ,磨消縄文を沈線で区画する文様を有

する縄文後期の土器である。

図版102-2004-1～ 18は ,東平遺跡出上である。押型文としては,楕円押型文 (10405。 7・ 12),

山形押型文 (609)力 あ`る。 特に12は ,表面が粗大楕円文に対して裏面が斜原体条痕の凹線を施して

おり,所謂「田村式」に属する。 17は,貝殻条痕文を施している。13は ,黒色磨研の口縁部で後期に

属する。
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図 版 3

陣内遺跡出土縄文土器



図 版 4

―ピラミb―
⇔

尾久保

(1065)

尾久保
(1065)

一ｍ］］円Ｈ圏一脚飾

トーT―可一一

「

―T~■
Cm

打製石鏃・磨製石鏃・弥生土器



Ａ曇
＝
勘

　
　
中
は

２
３
１１
鑽

嘲
　

郎

一本本横穴出土遺物 (1)



図 版 6

勾 玉

]]
ｍ
ｌｌｌｌ
国

日
―――Ｉ
Ｕ

鉤
渕
炒
鱚
瀑
聡

管 玉

o ut'n

σヴ%⊇δ

○

oOOOO

一本木横穴出土遺物 (Ⅱ )



図 版 7
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図 版 8

打製石器・縄文土器

石   鏃'梅 ノ木谷遺跡 (1045)長 さ 4.5cm

稗 ノ上遺跡 (3002)長 さ 5.Ocm

石   匙 セベ ノヽト遺跡 (1024)長 さ 4.Ocm

石   匙 稗 ノ上 遺跡 (3002)長 さ 4.9cm

石   匙 セベ ノヽト遺跡 (1024)長 さ 4.Ocm

石   匙 上 原平 遺跡 (1035)長 さ 7.8cm

石  匙 柳 原 遺 跡 (2017)長 さ 8。 6cm

十字形右器 セベ ソヽト遺跡 (1024)長 さ 9.OCm

押形文土器 稗 ノ上 遺跡 (3002)



図 版 9

陣内遺跡出土品

1.縄 文 土 器  器高 10。 5cm

2.縄 文 土 器  器高 11.OCm

3. 縄 文 [土 器   器高 22.5Cm

4.十字形石器他 長さ 11.5cm

(宮崎県総合博物館蔵 )



図 版 10
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内第 2遺跡出土遺物(1038)

1.石    錐   長さ 6.4cm

2. /1ヽ     玉   直径 0.8Cm

3.装 身 具  長さ 2.Ocm

4.装 身 具  長さ 2.5cm

5.勾    玉   長さ 3.OCm

6.勾   玉  長さ 3.8Cm

7.ペ ンダン ト  長さ 2.5Cm

8.石    匙   長さ 5.4cm

9。          長さ 9.OCm



図 版 11

1.磨製石鏃

2.磨製石
'族3.磨製石鏃

4.磨製石鏃

5.石  剣

6.石 庖 丁

7.石 庖 丁

8.石 庖 丁

9.石 庖 丁

10.弥生土器

磨製石器・弥生土器

田口野第 1遺跡 (1026)長 さ 4.5cm

田口野第 1遺跡 (1026)長さ 6.Ocm

町     内    長さ 4.5cm

町      内    長さ 7.4cm

上 原 平 遺 跡 (1035)長さ 6.8Cm

狭 山 遺 跡 (1021)長さ 9.6Cm

上 原 平 遺 跡 (1035)長さ10.2cm

西 原 遺 跡 (1053)長さ 8.OCm

町     内    長さ 6.7Cm

上 原 遺 跡 (1072)
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